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助産師の胎児 ･新生児 ･乳幼児の発達に関する理解度､活用度､役立ち度調査

一看護師 ･一般女性との比較-

石山 さゆり22) 清岡 佳子22) 田原 孝 2) 大橋 -友3)

報告

本研究の目的は助産師がもつ胎児 ･新生児 ･乳幼児の発達に関する理解度とその活用度､役立ち度を明らかにすることである｡

調査期間は2010年9月から12月で､無記名自己式質問紙調査を行った｡対象者は本研究に同意が得られた32名で､その内訳は就

業中の助産師12名および看護師 11名と､一般女性9孝lであった｡助産師の胎児､新生児､乳幼児の発達に関する知識の ｢理解度｣

｢活用度｣は看護師､一般女性よりも高かった｡しかし ｢役立ち度｣は看護師､一般女性よりも低かった｡助産師､看護師､一

般女性の月糾E3L知識の ｢理解度｣ ｢役立ち度｣は新生児､乳幼児に比べ低かった｡今後､胎児の発達に関する知識の ｢理解度｣が低

い理由を明らかにするとともに､胎児の発達に関する基i楚研究を進め､助産師が活用し､親教育に役立てる必要がある｡

キーワー ド:助産師､胎児､新生児､亨L幼児､発達､理解度､活用､役立ち

Ⅰ 緒言

日本における助産師の定義は保健師助産師看護師法

によると､ ｢厚生労働大臣の免許を受けて､助産又は

妊婦､じょく婦若しくは新生児の保健指導を行うこと

を業とする女子｣ である｡また｡国際助産師連盟が公

表した助産師の定義は ｢助産師は女性の妊娠､出産､

産裾の各期を通じてサポート､ケアおよび助言を行い､

助産師の責任において出産を円滑に進め､新生児およ

び乳児のケアを提供するために女性とパー トナーシッ

プを持って活動する｡[中略] 助産師は女性のためだ

けでなく､家族および地域に対しても健康に関する相

談と教育に重要な役割を持っている｡この業務は産前

教育､親になる準備を含み､さらに女性の健康､性と

生殖に関する健康､育児に及ぶ｡｣1)である｡つまり

助産師は出産の介助のみならず､親となるための教育

をするということが国内､国外においても重要な責務

である｡

現在､日本の助産師は母親学級や健診等において妊

婦のマイナー トラブルや栄養指導､授乳､休浴等に関

する育児技術等について保健指導を行っている｡つま

り助産師は妊婦が正常な妊娠経過をたどり胎児の成長
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を促すための教育と､出産後の育児が順調にいくよう

に育児技術を習得させ､親になるための教育をしてい

る｡

近年では胎児や新生児､乳幼児についての研究が進

み､従来考えられていた以上の能力があることがわか

ってきた｡特に胎児に関しては1960年代に超音波診断

装置が妊婦健診に導入されたことをきっかっけにして

2)､胎児の身体の成長のみならず､触覚､聴覚､視覚､

喚覚､味覚などの機能的発達状況も明らかになった3)｡

胎齢 5カ月で聴力を備えていること3)や胎齢後期に

は母の声に反応すること4)などは､胎児が自分以外の

外界を認識する能力を備えていることを意味する｡そ

れは基本的信頼感の基盤となる能力であり､妊婦がそ

の能力を知り､妊娠中から児に働きかけることは母と

子の関係性づくりに有用であると考える｡そこで､最

近では妊娠期からの愛着形成を育むため胎児の発育 ･

発達に応じて行う胎児との交流､支援の重要性につい

ても雑誌に掲載され始めた5)｡しかし､どの程度助産

師が児の発達に関する知識をもち､それを妊産婦の保

健指導などで活用し､役立てているかについての調査

はない｡

本調査では現在就労中の助産師の胎児･新生児･乳幼

児の発達に関する知識の理解度とその知識をどの程度

活用しているか､役立っていると考えているかを明ら

かにする事を目的とし､看護師､一般女性との比較を
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行った｡

<用語の定義>

発達 :人間の機能や構造が分化し統合してより高い

完全な形態に近づいていく過程

理解度 :胎児､新生児､乳幼児の発達の知識を理解し

ていると回答した割合

活用度 :胎児､新生児､乳幼児の発達の知識を活用し

ていると回答した割合

役立ち度 :胎児､新生児､乳幼児の発達の知識が役立

っていると回答した割合

Ⅱ 研究方法

1.対象者

就業中の助産師 ･看護師､および一般女性を対象と

する｡

2.方法

無記名自己式質問紙

1)調査内容

(1)基本的属性 :性別､年齢､学歴､就業年数､婚

姻の有無､子どもの有無 (付表 1)

(2)胎児 ･新生児 ･乳幼児の発達に関する質問項目

(付表 2.3.4)

胎児､新生児､乳幼児の発達に関する文献 22)6)7)

8)9)10)ll)12)等を参考に､136項目を抽出したのち､

本研究者間で検討し､胎児 15項目､新生児 19項目､

乳幼児 19項目の計 53質問項目を作成した｡

理解度､活用度､役立ち度に関しては以下の評価

指標に基づき自己記入法で行った｡

①理解度 : ｢知っておりよく理解している｣ ｢知

っておりある程度理解している｣ ｢知っている

がよく理解していない｣ ｢聞いた記憶があるく

らいでよく知らない｣ ｢全く知らない｣の5つ

の評価指標とした｡

②活用度 : ｢よく活用している｣ ｢活用している

｢ある程度活用している｣ ｢あまり活用してい

ない｣ ｢全く活用していない｣の5つの評価指

標とした｡

③役立ち度 : ｢大変役に立っている｣ ｢役に立っ

ている｣ ｢ある程度役立っている｣ ｢あまり役

に立っていない｣ ｢全く役に立たっていない｣

の5つの評価指標とした｡

(3)自由記入欄

活用していること､役立っと思われることなど

自由に記入する欄を設けた｡

3.調査期間

2010年9月～2010年 12月

4.分析方法

統計解析ソフト､エクセル統計2012を用いて記述

統計を行った｡

胎児 15項目､新生児 19項目､乳幼児 19項目に対

し調査人数を積法したものを総数とした｡理解度､

活用度､役立ち度の評価指標それぞれの回答数を

総数で除法したものを割合として%で示した｡

5.倫理的配慮

A大学で開催している子育て支援事業に参加す

る女性などに対し調査の協力呼びかけた｡また助

産師､看護師に対しては病院施設長､各部署の長

の許可を得た後､対象者に研究者が直接研究の趣

旨を書面と口頭で説明し､質問用紙を手渡し､調

査協力を依頼した｡回答は自由意志とし､回答し

たことで同意とみなした｡

調査用紙は回収箱にて研究者が後日回収した｡

本研究は日本赤十字九州国際看護大学の倫理審

査委員会において承認を得た｡

Ⅲ 結果

1.対象

配布数は各 20名であった｡

回答数:助産師 12名(回収率60%)､看護師 11名(回

収率55%)､一般女性 9名で (回収率45%)

あった｡

性別 ･年代 :対象は32名すべて女性であり､年齢は

20代から60代であった｡

学歴 :助産師は専門学校卒が6名､大学 ･大学院卒

が6名であった｡看護師は専門学校卒5名､

大学 ･大学院卒は6孝一であった｡一般女性は

高卒 3名､専門学校卒 3､大学 ･大学院卒 3

名であった｡

就業年数 :助産師の平均年数は18.0±9.8年 (2年

から38年)､看護師の年数平均は17.8±8.9

年 (2年から31年)であった｡

婚姻 :既婚者は18名､未婚者は14名であった｡

子どもの有無 :子どもがいる人は13孝一､いな

い人は18名であった｡いない人のうち2名が
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妊娠中であった｡

2.質問紙調査結果

｢理解度｣ ｢活用度｣ ｢役立ち度｣の割合につい

ては以下のように集計した｡

｢理解度｣:｢知っておりよく理解している｣｢知

っており､ある程度理解している｣と答えた割合を合

計したもの｡

｢活用度｣:｢よく活用している｣ ｢活用している｣

｢ある程度活用している｣と答えた割合を合計したも

の｡

｢役立ち度｣ ｢大変役に立っている｣ ｢役に立っ

ている｣ ｢ある程度役に立っている｣ と答えた割合を

合計したもの｡

1)助産師､看護師､一般女性での理解度､活用度､

役立ち度の比較

胎児､新生児､乳幼児の発達に関する回答を､助

産師､看護師､一般女性にわけて検討した｡

(1)理解度 (表 1)

胎児知識の ｢理解度｣は助産師 40.5%､看護師

29.1%､一般女性25.2%であった｡

新生児知識の ｢理解度｣は助産師55.3%､看護師

40.7%､一般女性36.9%であった｡

乳幼児知識の ｢理解度｣は助産師56.1%､看護師

39.2%､一般女性28.0%であった｡

(2)活用度 (表2)

胎児知識の ｢活用度｣は助産師 68.2%､看護師

52.1%､一般女性44.4%であった｡

新生児知識の ｢活用度｣は助産師72.4%､看護師

56.3%､一般女性43.3%であった｡

乳幼児知識の ｢活用度｣は助産師71.6%､看護師

57.4%､一般女性36.9%であった｡

(3)役立ち度 (表3)

胎児知識の ｢役立ち度｣は助産師66.1%､看護師

76.9%､一般女性 71.1%であった｡

新生児知識の ｢役立ち度｣は助産師71.5%､看護

師87.0%､一般女性88.3%であった｡

乳幼児知識の ｢役立ち度｣は助産師74.1%､看護

師90.5%､一般女性83.0%であった｡

つまり､助産師の胎児､新生児､乳幼児の発達に

関する知識の ｢理解度｣ ｢活用度｣は看護師､一般

女性よりも高かった｡しかし､ ｢役立ち度｣は看護

師､一般女性よりも低かった｡

助産師､看護師､一般女性ともに胎児知識の ｢理

解度｣ ｢役立ち度｣は新生児､乳幼児に比べ低かっ

た｡

助産師､看護師､一般女性の胎児知識､新生児知識､

乳幼児知識の理解度が高いほど活用度は高かった｡

助産師の｢活用度｣と ｢役立ち度｣の割合はほぼ同

率で､その差は3%以内であった｡しかし､看護師､

一般女性の ｢活用度｣と ｢役立ち度｣の割合の差は

30-40%の開きがあった｡

2)子どもの有無別理解度､活用度､役立ち度の比較

すべての対象者を子どもがいる人といない人に分け､

胎児､新生児､乳幼児の知識の ｢理解度｣ ｢活用度｣

｢役立ち度｣を比較した｡

(1)理解度(表4)

胎児知識の ｢理解度｣は子どもがいる人 51.8%､

いない人20.0%であった｡

新生児知識の｢理解度｣は子どもがいる人74.1%､

いない人26.6%であった｡

乳幼児知識の｢理解度｣は子どもがいる人66.4%､

いない人27.5%であった｡

(2)活用度 (表5)

胎児知識の ｢活用度｣は子どもがいる人 73.3%､

いない人44.1%であった｡

新生児知識の｢活用度｣は子どもがいる人86.6%､

いない人は39.5%であった｡

乳幼児知識の｢活用度｣は子どもがい る人83.0%､

いない人40.3%であった｡

(3)役立ち度 (表6)

胎児知識の ｢役立ち度｣は子どもがいる 78.0%､

いない人67.3%であった｡

新生児知識の ｢役立ち度｣は子どもがいる人

88.2%､いない人は79.0%であった｡

乳幼児知識の ｢役立ち度｣は子どもがいる人

83.4%､いない人83.3%であった｡

つまり､子どもがいる人の胎児､新生児､乳幼児

の発達に関する知識の ｢理解度｣ ｢活用度｣ ｢役立

ち度｣は子どもがい ない人よりもが高かった｡

子どもがいる人の ｢活用度｣と ｢役立ち度｣の割合

は5%以内の差であるが､子どもがいない人では｢活

用度｣と｢役立ち度の｣差は20-40%の差があった｡

3)自由記載内容

一般女性の自由記述欄に以下のような記述があった｡

｢将来､子どもを持つかどうかわからないがその立場にな

ると役立っと思う｡｣｢子どもを持とうとは思わないが､子ど

もを持つとすると使おうと思うし､役立っと思う｡｣｢子どもを
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持つかどうか迷っているが役に立っと思う｣

｢知識として役に立ち､出産後活用しようと考えている｡

しかし､助産師の知識にばらつきが大きい｡友人に助産

師や医師がおり､子育てについてや子どもの人としての

成長発達の基礎を聞くことができるので助かる｡｣

Ⅳ 考察

1.助産師の理解度､活用度､役立ち度について

助産師は看護師や一般女性と比較し､胎児､新生

児､乳幼児の発達に関する知識度と活用度は高いも

のの､役立ち度は低かった｡しかし助産師の活用度

と役立ち度の差は少なく､活用している人は役立っ

ていると回答していることが推側される｡子どもの

有無別では子どもがいる人のほうが理解度は高く､

活用度､役立ち度も高かった｡ 子どもがいる人も助

産師と同様に､活用度と役立ち度の割合の差は少な

く､活用している人は役立っていると回答したこと

が考えられる｡活用度が低かった看護師､一般女性､

子どもがいない人は役立っていると回答している割

合が多くなっていた｡

活用していいなにもかかわらず､役立っていると

回答した割合が多い理由について､以下の質問用紙

の自由記載欄の一般女性の記述から考察する｡

｢将来､子どもを持つかどうかわからないがその立場に

なると役立っと思う｡｣｢子どもを持とうとは思わないが､

子どもを持つとすると使おうと思うし､役立っと思う｡｣

｢子どもを持つかどうか迷っているが役に立つと思う｣と

複数の女性が記述していた｡このように現在子どもを持

たない女性も､将来子どもを持つとすれば児の発達の

知識を活用し､役立っと考えている｡つまり､活用はし

てはいないが､役立つだろうと予想した結果であると考

える｡

また､今回の対象者のうち妊娠中の一般女性がおり､

｢知識として役に立ち､出産後活用しようと考えている｡

しかし､助産師の知識にばらつきが大きい｡友人に助

産師や医師がおり､子育てについてや子どもの人とし

ての成長発達の基礎を聞くことができるので助かる｡｣

と記述していた｡この女性は子どもが人として成長発達

する基礎的理解を得たいという希望があり､たまたま友

人の専門家からそれを得ることができていた｡このよう

にまだ産んでいない､あるいは妊娠中の女性も知識を

活用し役立てたいと考えていた｡

今回の質問紙用紙には助産師の自由記載はなかっ

たため助産師自身がどのように考えているのかは不

明であるが､専門職である助産師の理解度､活用度､

役立ち度が子どもがい る人よりも低かった理由につい

ては今後調査が必要である｡

2.助産師の胎児の発達に関する知識の理解度につい

て

助産師､看護師､一般女性とも胎児の発達に関す

る理解度が新生児､乳幼児の発達に関する理解度に

比べ低かった｡その理由として､新生児や乳幼児の

発達に関する知識はすでに良く知られており､助産

師教育でも教授されているためだと考える｡特に出

生後の新生児については視覚､聴覚､触覚､喚覚､

味覚の五感を使った母との相互作用についての能

力は明らかになっており3)､新生児の母子の関係作

りのためのケアが実施されるようになった 13)14)｡

母親の声を聞き分けることができる能力 4)や母の母

乳をかぎ分けることができること6)､母の顔を選ん

で見つめること12)等が明らかになった現在では､新

生児は何もわからない存在であると考えられていた

時と比べて､児に対する関わりも変化させた｡

一方､胎児に関する発達についての研究は先述し

たとおり､超音波診断装置が開発された 1960年以降

急速に進んでいるものの､新生児､乳幼児の発達の

知識に比べ未知の部分が多く､胎児に焦点を当てた

母との関係づくりのためのケアはまだ始まったばか

りである｡

専門的職業の人々が身につけている体系的な知の

基礎として､ウイルバー ト･ムーアは以下の4つの

本質的な特性を持つと述べている｡ ｢専門分化して

いること､境界がはっきりしていること､科学的で

あること､標準化されていることである｡最後の標

準化されているという特性はとりわけ重要である｡

というのは[中略]標準化とはプロフェッショナルの

知における基礎と実践との間をつなぐ枠組みにかか

わるためである｡｣15)

助産学の成書 16)17)には胎児から乳幼児までの発達

の知識について標準化されたものはまだ見つけるこ

とはできなかった｡今回の調査結果からは知識の理

解度が高いほど活用し､役立ち度も高い傾向があっ

た｡今後､助産師は児の発達に関する知識の標準化

を図るため､特に胎児の発達に関する基礎研究をす

すめ､科学的な根拠に基づいた知識を活用し､親教

育に役立てることが必要である｡
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Ⅴ 結論

1.助産師の胎児､新生児､乳幼児の発達に関する

知識の ｢理解度｣ ｢活用度｣は看護師､一般女性

よりも高かった｡しかし､ ｢役立ち度｣は一般女

性よりも低かった｡

2.助産師の胎児､新生児､乳幼児の知識の ｢活用

度｣と ｢役立ち度｣の割合は連動していた｡つま

り活用した人は役立っていると答えている可能性

がある｡

3.助産師の胎児の発達に関する知識の ｢理解度｣

｢役立ち度｣は新生児､乳幼児に比べ低かった｡

今後､胎児の発達に関する知識が低い理由を明ら

かにするとともに､胎児の発達に関する基礎研究

を進め､助産師が活用し､親教育に役立てる必要

がある｡

Ⅵ 研究の限界と今後の課題

本結果は限定された施設の対象者であり､人数が

少ない｡今後対象者を増やし検討を重ねる必要が

ある｡さらに胎児の発達に関する基礎研究を進め

ることが今後の課題である｡

Ⅶ 謝辞

本調査にご協力くださった対象者の皆様に感謝申し

上げます｡
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付表 3

あなたのことについてお尋ねします○

下 記 の 選 択 肢 の 中 か ら あ て は ま る も の を 1つ 選 び ､ 数 字 にOを お 付 け くだ さ い ○

勤 務 年 数 は 数 字 を ご 記 入 く だ さ い o

選 択 肢性別

① 男 (塾 女年 齢 ① 20代 ② 30代 ③ 40

代 ④ 50代 ⑤ 60代学 歴 ① 中 卒 (診 高 卒 ③ 専 門 学 校 卒 ④ 大 学 卒 ⑤ 大 学 院 卒

婚 姻 の 有 無 ① 未 婚 ② 既 婚子 ど も の 数 ① 0人 (

塾1人 ③ 2人 ④ 3人 (94人 以 上勤 務 年 数 看 護 師 と して ( ) 年 助 産 師 と し て ( ) 年

1Ⅱ.胎 児 の 能 力 に つ い て お 尋 ね しま す以下の 1.-15項 目について､設 問A､B､Cに回答 し､数字を回答欄 に記

入ください○匡亘コl l l l ている ll l l l lo 1 2 3 4匝 亘 コ 吉,'Jf.mして 誓 器 用し 歪讐 欝 朋 している

F.'f 用してl l l ll l l lo 1 2 3 4

[亘司 .いない 立.'ていない 立7ている いi. ている .
l l l

lo 1 2 3

4 回答欄

A B C

項 目1

項 目2

項 目3項 目4

項 目5

項 目6

項 目7

項 目8 てそれを感じと

る項 目9

項

目10項 目11

項 目12項 目13項 目14項 目15

2 Ⅲ 新 生 児 の 能 力 に つ い て お 尋 ね しま す ｡以下

の1-19項目について､設問A､B､Cに回答し､数字

を回答欄に記入ください｡Ej 一 丁 .rl . -･- 1･･- ･1 . I/匡可 奈許 して 要吉器 用し 髭 苧雷 雲用してい きf習 し

大空役に全く役に立って あまL)役に立っ ある程度Bl二 役に立つ 立っていいない ていない 立っている て
いる匝 ∃

軍項 目1

項 目

2項 目3

る項 目

4項 目5

項 目6 る｡項 目

7項目8

項 目9項 目10項目

11項 目12わかる項 目13項 目14項 目15

項 目16項 目17項目18時間の調整を始め

る項 目19新生児のⅣ ,乳 幼 児 の 能 力 につ い て

お尋 ね します以下の1-19項 目について､設問A､B､Cに回答し､数字を回答欄に記入くださいo回 諾 .
警S;<:Lg<ke還.い 軍 LITiL

T,f 蓋喜整 語l l l l l匝ヨ
l l l l lo 1 2 3 4

l l l ll l l l

0 1 2 3 4匡司 書L二%EL=.立つ きま禁 ,=
立つ ある朋 役に 役に立つ 喜

禁. . 立了ている てし丁
る ている.l l l l l

o 1 2 3 4 Lel喜一

■設問A 設問B 設問C

4項目1

項目2

項目3

項目4

項目5

項目6

項目7

項目8

項目9 生後 4-8カ
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表 1 助産師､看護師､一般女性の胎児､新生児､乳幼児の発達に関する知識の理解度

助産師n=12 看護師n=11 一般女性n

=9①胎児 ②新生児 ③乳幼児 ①胎児 ②新生児 ③乳幼児 ①胎児

②新生児 ③乳幼児知識 知識 知識 知識

知識 知識 知識 知識 知識知っており､よく理解している 9.4 20.2 19.3

7.3 ll.5 10 5.2 9.4 10.5知っており､ある程度理解している 31.1 35.1

36.8 21.8 29.2 29.2 20 27.5 17.5合計 40.5 55.3 56.1 29.1 40.7 39.2 25.

2 36.9 28表2 助産師､看護師､一般女性の

胎児､新生児､乳幼児の発達に関する知識の活用度助産師n=12 看護師n=1

1 一般女性n=9①胎児 ②新生児 ③乳

幼児 ①胎児 ②新生児 ③乳幼児 ①胎児 ②新生児 ③乳幼児知識 知識 知

識 知識 知識 知識 知識 知識 知識よく活用している 9.4 18.4 20.2

4.8 5.7 6.7 5.9 4.1 1.8活用している 24.4 27.2 3

0.3 10.3 19.6 20.6 28.1 33.9 24.6ある程度活

用している 34.4 26.8 21.1 37 31.1 30.1

10.4 5.3 10.5合計 68.2 72.4 71.6 52.1 56.4 57.4 44.4 43.3 36.

9表3 助産師､看護師､一般女性の胎児､新生児､乳幼

児の発達に関する知識の役立ち度助産師n=12 看護師n=11 一般女性n=9

①胎児 ②新生児 ③乳幼児 ①胎児 ②新生児 ③乳幼児 ①胎児 ②新生児 ③乳幼児

知識 知識 知識 知識 知識 知識 知識 知識 知識大変役に立っている 15
20.6 21.5 4.8 5.7 9.6 14.1 8.2 3.5

役に立って
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表4 子どもの有無別 胎児､新生児､乳幼児の発達に関する知識の理解度

子どもありn-13 子どもなし n-1

8(D胎児知識 ②新生児知識 ③乳幼児知識 (D胎児知識 ②新生児知識

③乳幼児知識知っており､よく理解している 18.5 29.6 28.

3 0 3.8 3.8知っており､ある程度理解している 33.3 44.5

38.1 20 22.8 23.7合計 51.

8 74.1 66.4 20 26.6 27.5表5 子どもの有無別 胎児､新生児､乳幼児の発達に関す

る知識の活用度子どもあり ∩-13 子どもなし n-18(D胎児知識 ②新生児知識 ③乳幼児知識 (D胎児知識 ②新生児知識 ③字

L.幼児知識よく活用している 16.4 24.7 25.5 0

.4 0 0活用している 28.2 44.9 38.1 16.3

14.6 17.5ある程度活用している 28.

7 17 19.4 27.4 24.9 22.8合計 73.3 86.6 83 44.1 39

.5 40.3表6 子どもの有無別 胎児､新生児､乳幼児の発達に関する知識の

役立ち度子どもあり n-13 子どもなし n-18①胎児知識 ②新生児知識 ③乳幼児知識 ①胎児知識 ②新生児知識 ③乳

幼児知識大変役に立っている 23.1 29.1 30 3.3

0.3 0.3役に立っている 32.3 40.1
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Report

Asurveyam ongnurse-midwivesonthelevelofknowledgeandthedegreeofapplicationand
usefuhessregardingdevelopmentoffetuses,neonates,andinfants:Acomparisonwith

nursesandwomenfromthegeneralpopulation

TheobjectiveofthepresentstudywastoelucidatetheknOwledgeofnurse-midwivesregarding

developmentoffetuses,neonates,andinfants,andthedegreesofapplicationandusefuhessofsuch

knowledge.An anonymous,self-reportquestionnairesurveywasconductedbetweenSeptemberand

Decemberof2010on32subjectswhoconsentedtoparticipateinthepresentstudy.Respondentscomprised

practicingnurse-midwives(n=12)andnurses(n=11),aswellaswomenfromthegeneralpopulation(n=9).

TheproportionofsubjectswhounderstoodandappliedknOwledgeregardingchilddevelopmentwashigher

amongmidwivesthanamongnursesandwomenfromthegeneralpopulation.

However,theproportionofsubjectswhorespondedthatsuchknOwledgewasusefuwasloweramong

midwivesthan amongnursesandwomenfrom thegeneralpopulation.melevelofknowledgeandits

usefuhessregardingfetusesamongnurse-midwives,nursesandwomenfromthegeneralpopulation,was

lowercomparedtothatofneonatesandinfants.

Fromnowon,itisnecessarytoclarify thereasonssurroundinglessknowledgeregardingfetusesand

toadvancebasicresearchonfetusdevelopmentknowledgewhichnurse-midwivesneedtocarryoutthe

education也parents.

Keywords:nurse-midwife,fetus,neonate,infant,development,knowledge,practiCaluse,useful
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